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働

.又
は
産
業
の
賃
雜

W

苟

も

；其

の

，

令

要

す
.る
以

J,
の
fi
値
を
收
む
る
遨
は
此

を
保
游

^

£
つ
*
.れ
を
蓄

.植

.す
る
.こ
 

>し
を
得

.る
。
此
の
蓄
«
せ
ら
れ
た
る
價
値
が
人
の
稱
し

•

 •

 

• •
 •

 •

 

.

.

一
..
 

.

 

■

. 

.

 

.

て
資
；if

と
！1

ふ

^M

ろ
の
も

;0
.で

:^
.る
。
：
：
此
^

値
额
若

.し
く
拟
資
本
が
金

_

0
一
 

定
最

‘を
.
 

似

re
诚
る
ビ
、他
の
如
何
な
，る
も
：の
を
以
才
成
る

S
は
全
然

:*
差
別
で
あ
る

〕

.何
ビ
な
れ
ば
貨

幣
姐
有

.ゆ
：る
種
顧

0

W
.1
1

を

代

：表

ず

る

こ

：？
，有
ゆ-る
.種
輝
の
.谭

値

：が

«

#

を

代

表

す

る

と

正

.

.

.

.
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七

魷

四
六 

に
：同
^

で
.あ
る
か
：

,

で
あ
る
。

.
ン
：
こ

气
然
る

R
,Tu

r
g
o
t

に
次
ぐ

>
cu
a
m
>
.
con

l
i
t
h

は
、
一
方
で
は
財 

'©
,
菩
a

に
じ
て
資
本
た
る
も
の
と
た
ら

.ざ

.る
も
の
と
を

Is
別
す
る
こ
ミ
に
依
て
•!本
な
る

t 

葉

0
.意

咏

を
局
限
す
ン
る

^
へ
同
時

.R
'、他

.0

一
 

方
に
於
て
は
當

_

の
實
：
際
.社
會

.の
惯
用
語
は 

學

者
の
著
述
に
も
用
ゐ

^

れ
な
か
つ
た
、

「

.國
若

^

ぐ
は
社
會
の
資
本

」

な
る
新
槪
念
を
案
出
す
る

Z

ビ
；に
依
て
資
本
論

.紛

糾

の

端

を

開

い

た

の

，
で
あ
る
.。

 

、

.

.

.
 

' 

. 

.

■
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'

.

,

资
本
槪

.
,め
歷
與
的
變
耀
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V
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す
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要
な
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奢
作
左
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如
し
。
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-

十
一
寧
.

;

へ

: «
£

'
が
猶
ほ

.貸
附
货

.幣

额

の

意

味

に

：用

ゐ

ら

れ

.て
居
た
、十

七

八

世

紀

の'英

吉

利

，で

、
今

日

..
 

■•
0

,:
4
?
_
資

本

に
相
當
す
、る

言
葉
‘と
.

し
，
て

最

も

廣

く

用

ゐ

ら

れた
の
は

s
t
o
c
k

»

の
菩
»

で
ち
つ 

た
0

亦

し

ズ
>

a.
§

 S
m
i
t
h

も
國
富

論
第
二
篇
で
は
此
意
味
で
此
言
葉
を
用
ゐ
ぬ

の
で
あ
る
。

身

.̂
に
第

二
！
！

ね
入

4

ヒ
蔽

ぐ
に
.
彼
れ

.は
資
本

Capitalvj 

C
apital

に

非
、ざ

る

»
。
を

と

の

列

を

論
ず
る
。
其
大
意
を
云
；へ

.

.

ば
斯
ぅ
で
ぁ
る
。

:

ハ
:』

 

- 

. 

..

.

:

.
鈸
人

.ギ
斯
有
す
声

s
t
o
q
k

が
傲
か
に
數
日
若
し
く
は
數
迦
を
支
へ

.る
に
足
る
ビ

.き
は
、彼
，れ 

，は
、を

れ

か

ら

收

入

：
.を

得

.よ
ラ

と
云
ふ
事
を
考
ヘ
な

^

彼

れ

は

其

：歡

の

蓄

猶

を

.‘出

來

る

丈

け 

.儉
約
に
消
费
し
苽
、そ
れ
が
消
费
し
盡

3
れ
な
い
前
に
之
に
代
る
可
き
或
も
の
を
勞
働
に
依
て 

.得
よ

.
，
ラ

W
努
め
る
。
此
場
合
彼
れ
の
收
入
は
勞
働
の
み
か
ら

#

6
れ
る
。
，而
し
て
之
れ
が
凡 

.へ
て
の
：國
の
勞
働
贫

R

の
大
劍
分
の
狀
態
で
ぁ
る
。

0

る
に
彼
れ
が
數

B

若
し
く
は
數
年
を 

.支
へ

.る、.に
足
る

3

1
を
有
：す

る

す

き

は

彼

れ

は

翁

，然

其

大

部

分

か

，ら

收

.入

を

坐

炮

し

め

よ
5 

メ
努
め
る
。
而

し

て

直
.接
消
費
の
爲

.め
に
は
此
收
入
が
生
：じ
始
め
る
時

.迄
支
.へ
る
丈
け
を
殘 

し
--

て
，流
く

:0
其
處
令
彼
れ
の

_

芬
：は
：ニ
 

一
 

は
彼
れ
に
收
入

revenue

を 

輿

.へ
る
剖
分
、他
は
彼
れ
の
直
接
沿
费
に
供
用
せ
ら
る
、
部
分
で
本
る
。
而
•し
て
後
恶
が
即
ら 

彼
れ
の
資
本

C
a
p
i

-E
で

.*
る
。
資
本
は

M
1

に

.^

.を
分
ち
て
流
通
資
ホ

(circulating 

及

 ̂

; ®
«
資
本

，
f
 

d

¥''
t

る
。
前

S

貨
物
を
生
產
敫
作
購
貨
し
、之
を
賀

却
し

て
利
潤
を
得
る
の 

:ff
l

ね
兜
當
，せ
ら
：れ
、同
じ
形■.態
の
儘
で
、同
じ
所
有

箸
.：

に
繼
續
保
持

^.
6

る
、
限

b
何
等
の
，收
入

笫
十
四
怨
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論
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耽
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資
於
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第
b
跳

四

、

，を

生

せ
^

所

有

者
.を

®
;へ
^
.こ
^

に
依
て
：
始

め

て

：利

潤

を

生.
.ず
る
も
の
、例
へ
ば
商
人
の
仕
入 

い
れ
た

^

品

-1
1
:
,業家
の

.原

.料
、
:®
銀
，支
挪

'K
投
せ

>
bる
、
資
本
の
如
き
は
即
ち
楚
れ
で

•あ

气

(

即 

ち
之
に
獨
す
る
，資
本
は
絕
え
の
形
態
に
於
て
其
所
有

#

0
手
か
ら
；出
て
行
§
他
の
形
態 

で
之
に

®

歸
す
る
。
而

し

て
斯
く
す
る
こ
‘ビ
に
依
て
の

み

所
有
溝
に
利
興
を
齋
ら
す
の
で
み 

る)

;.
-0

之

に

反

し
て
.後

潜

は

：土

地

の

改
.良
、機
械
建
物

等

‘
、
其
所
有
者
を

21
ふ

：
こ

ビ

な

く

し
て
利

0 

を
生

■ず
る
も
の
を
謂
ふ
。

(wealth, of Nations, 

edited 

b
y

 E. 

C
anaan 

V
O
L

 

J pp. 

2
6

1
-

0)

.

以
上
述
べ
た

*

^

:の
所
を

^

^
す
れ
ば

>

&
日

s
m
i
t
h
.

の

資

本

の

.定

義

は

甚

だ

明

瞭

で

あ

る 

と
^
時
に
、彼
れ
の

^

:謂
資
本
は
又
質

*

界
の
通
用
‘語
に
於
け
る
資
本
ビ
同
義
の
も
の
で
あ
つ 

.お
。
即
ち
彼
れ
は
財
の
蓄
橫
其
者
か

「

ら
出
發
せ
ず

^
.其
所
有
者
の
立
場
か

&

之
を
見
れ
。

:

財 

ざ
其
所
有

#

ビ
の
關
係
の
み
を
目
中
に

#
;い
て
、即
ち
上
述

W
a
g
n
e
r

の
所
謂

『

歷
史
的
法
律
的

」

見 

i{
L

(-
立
つ
て
資
本
を
定
義
し
た
の
で
あ
る
。

#'
'

る

に

S

日
^

は
其
論
を
是
丈
け
に

±

め
な
い

.
 

で

觅

に

猶

ん

で

一

國

若

.し
く
は
 

一
11

會
の
資
本
な
る
も
の
を
論
ず
る
の
で
あ
る
。
第
一
の
立 

場
か
ら
は
所
有
者
に
所
得

-を
齎
ら
す
も
の
が
資
本
ビ
せ
シ
れ
穴
の
で
あ

•
る
が
、今
彼
れ
は
之
に 

泖
ネ
る
に
倒
民
全
ー
微
め
所
得
を
增
加
せ
し
む
る
國
民
資
本
ビ
も
云
ふ

Y

き
も
の
.を

复
、
る
の

.で

ぁ

る

即

，
ち

謂

へ

S

ぐ
、個
人
所
有
の

s
t
o
c
k

がU
|

の
部
分
か
ら
成
る
.ビ
同
樣
に
一
國
ヌ
は 

V

I
社
會

0
を
|

_

三

'0
部
分
に
分
た
れ
る

°.
第

4
部
は
即

.ち
直

.接
：消
费
'の
用
に
充
て
ら
る 

へ 

> も
の
で
，ぁ，つ
て
其
特

a
ば
何
等

^

X

又

：
は

利

润

を

擧

げ

な

い

事

に

在

る

。

第

二

部

.は

即
 

:;
.ち
：固
：幕

資

本

で

減

特

せ

は

所

有

容

を®

r

ず

し

て

利

濶

を

擧

げ

る

點

に

存

す

る

，。

(

一.

)

勞

働

を 
::

容
易
に
し
且
つ
簡
約
す

.

.る
：，機

械

器
.具
、

(

5

^
 

に
.其
所
有
溝
に

貸 

-

料
を
齎
ら
す
許

_

で
な
ぐ
、併
幸
て
其
利
用
者
の
錄
め
に
收
入
を
生
ず
る
雞
轉

(

三)

開
懇
、排
水
圆 

:
;墙：施

^
蛛
の
土

.

.

^

が

修

得

せ

る

技

能

が

即

ち

是

に

屬

す

：る
。
、
第.三
部
は
、流
通
資 

■

本
で
、其
特
：色

.は
流
通
す
る
；

i

ち
所
有
者
を
更
へ
る

Z
ど
に
.依

て

收

入

を

生

ず

る

點

に

在 

る
^

!

®に
之
が
四
種
に
分

/
a
れ
る
。
第
，

一

は
貨
幣

(

他
の
流
通
資
本
を

*

通
せ
し
め
.之
を
適
宜 

.e,

分
配
す
る

‘
.

の
.：

作
用
を
な
す

.貨
幣

)

第

，一
一
ば
賣
竽
の
手
中
にf
f
iる
S

ロi

士
一
は
衣
服
家
具
家 

屋
.の
，原
料
.第

四

，は
.未
だ
消

*

莕
の
手
に
移
ら
す
，生
へ
產
蓉

.又
は
商
人
の
.手
中
に
存
す
る
完
成
品 

が
"®!L 

で伞
る
。

り

:
.
:
.'-
'
^
 ̂

へ
卜
：

ニ
 

. 

、

.

. 

...... 

•
- 

.

.- 

. 

.

截
わ
至
つ
て

^
ま
&

の
議
論
は
餘
程
混
雜
し
て
來

‘

。
.
個
人
の
場
合

.に

.も
一
社
.き
の
場
合
に

i

、資
本

V

資
本
な
ら

^
?る
♦

の
g

0

K

Wの
標

:準
を
、&

n
g

は
常
に
收
入
を
.生
ず
る
ビ
否
と
に 
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第
七
.號
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.

3 1
0

求
：>

^
居

^

を
れ

.で

.此
區
別
は
今
日
の
術

0
.
に
謂
ふ
雄
產
財
と
享

«

財
、又
-は

澳

太

利

學

潘 

の

靖

謂

間

接

財

ヾ

し

庳

接

财

と

のM

別
V
J :

同
じ
で

'は，尨
い
。

.
即
ち

S
m
i
t
h

は
食
料
品
衣
服
の
如

& 

t.
0

-.
5
:値
ち
に
資
本
非
資
本
の
何
れ
に

7
PJ1
せ
し
む
る

Z
ど
^

く
、を
の
消
費
#
の
手
に
在
る

•

.

、

 . . 
;.................. 

- 

... 

• 

: ...r 

*
 

,r

!せ
.
'
«
;
手

.'0
:
:手
：
：
4 

f
f
i 

.

るW
に
由
て
、或
は
之
を
消
潰
財
ビ

S

は
，之

を

資

本

て
.し
て
居
る
。
即
ち 

此
揚
合
、社
會
資
本
を
論
す
る

R
<

方
つ
て

' も
、彼
れ

.は
財
の
所
有

#

の
立
場
に
立
つ

V

資
本

S
非 

資
本

^

を
區
別

1

て
居
る
靜
で
ぁ

.る
;:
；
0.然
る
に

S
m
i
t
h

は
此
鶴
度
を
一

.賞

^

せ
な
い
で
、或
場 

.合
に

«
.技
：術
的
生
產

0
有
無
を
以
：て

.問
襌
を
決
し
ょ
ぅ
ミ
す
る
々
即
ち
彼
れ
が
住
宅

^

^
 ̂

ザ
9
邊

^

以V

如
何

^.
，
る

：
場

合■に
も
，社
會
的
資
本

^
ら
ざ
る
も
の

S
す
る
の
は
是
で
ぁ
名
。
 

.何
故
：往
宅
は

ft
#
的
資
本
ヒ
は
な
ら
な
い

‘か
。
.
家
最
其
漭
は
何
物
を
も
生
產
す
る
'こ
ど
が
出

來
ぬ
：か
ら
で

^
.る
0

¥the 

house 

itself can p
r
o
d
u
c
e

,-
p
o
t
H
n
cr
Q
,
:
:

)「

故

u
家
屋

.は
其
所
有
者
に
は
收

.

. 

-

•+ 

:
. 

. 

. 

.»

入(

家
賃

)

を
生
七
、從
て
，
入
に
取
て
は

*

本
の
用
を
爲
す
か
も
知
れ
な

n

s
、社
會
一
般
に
對
し 

て
は
何
物
を
，

^

生
ず
る
こ
ど
を
得
ず

{it 

cannot yield a
n
y

 to the 

P
&
K
C

)

：又

.社
會
に
取
つ
.て
資
本 

の
M

を
な
す
え
，
も
し
な

い
。
A

- K.
全
體
の
收
入
は

' 之
に
依
て
甞
て
些
か
も
增
加
す
る
こ
ビ 

は
な
い

」

。(

r c. 

p.:
2

6
3
¥

一

K

ふ
の
で
あ
る
。

.:
そ
こ
で
國
民
全
體
の
收
'入
を
增
す
資
本
ビ
は
之
を

要
す
る
に
社
會
爲
め
に

|奪
衣
に
物
を
生

'產
す
る

ビ

云

^
意
味
に
經
驛

1
な
け
れ
ば
な
色
ぬ

，
o
 

s

ic
M

つ
て
社
會
的

•資
本
：
i
:資
本

^.
あ
ら

W
:

る

s
t
o
c
k
s

の
.別
は
、生

'產
耍
具
ビ

.享

.樂
財
ど
，の

1£ 

別
に
歸
着
す
る
。
併
し
、

^
;
,ぅ
衣
る
と
：

s
l

h

が
賓
手
の
手
中
に
在

.る
；.食
料
品
、生
産

*
，又
は
商 

V.
A
.の
手

■.中
'に
®

る
完
成
品
を
社

#

的
資
本

0.
'中
に
數
へ
る

il
l

a
が
立
た
な
く
な
る
。
享
樂
財 

は
.そ
の
何
人

.の

.

.字
；に
在
る

f

で
も
、技
術

-±
,享
樂
财
た
る
.こ
と
を
失
ふ
も
の
で
は
な
い
か
ら 

で
あ
る
。
要
す
る
に

..
s
m
i
t
h

の
觀
た
一
個
人
の

」

資
本
ビ
、一
國
又

.は
一
紙
；會
の
資
本
ビ
の
別
は
、
 

大

®

R
:^H

は「

歷
史

.：的

^

律
.的」

見
地
か
ら
見

‘た
の

.cf
'
、

【

純
經

濟

的」

見
雄
か

^

見
^
:資
本
ビ
の

'
IS
-
 

別
で
あ
名

V」

云
つ
て

.好
い
由
饼
し
彼
れ
ゆ
此

1®
別
の
標

»

を

4

嚴
守
す
る
こ
ヒ
，を

レ

な
か
つ 

3

や
タ
あ

.る
。
故

に

,0
く
(7
)
&译
は

.其
出
發
點

^

.?
>
ニ

0
立
場
や
異
词
を
看
過

,1
.
て
、己
れ
が

m 

_

レ
衣
る
：爾

.
_の
：特

'胜
'(
:
應
じ
て
純

1

*
る
财

’の：分

«
を

な

す

：事
を
：怠

ろ

：气
 

#

ヵ

1!
1
自
ら
の
生
產
カ
か
ら

.生
，ず

,^
.こ
ど
を
求
め
て
、所
得
を
生
す
る

.こ
ビ

>
生
產
カ
ビ

0

-

麵

«

を
.妮
俩
し
、之

^

侬
て

.次

.の
ニ
：世
代
の
爲

.め
；に
途
を

.擁
寒
し
た
の
で
あ
る

」

。

'
■
>
,.,.'

12
3

::
'
:

、
 

.

.
し

 

■

:
.A

.

:'g
*m

^
sm

ith

が

f
i.

の
'意義：
に賢本な

f
名稱

4
用ゐ

穴

乙

セは上

k

の

0̂

であ

.
るが、

 

.

.
' '
響四靡

“

(

九〕

：'5
')

端_

說
.
黎主邋
菜歷史

§
法撖
的集
觀概
略

<

:

:

第
七

*. 

5.



-
■第
十
四
卷

•
„ (

外ニ
A

W
0

說

.
社
會
主
能
者
の
歷
史
的
法
律
的
資
本
觀
槪
咯

 

.第
七
號：

五
こ
'

\ 

• 

i 

.

.

. 

«

sr̂
ith 

,の
後

.織

.考
が
重
导
を
措
い
た
の
は
其
の
：注
產
製
具
の
韋

_

に
於
け

.る
資
本
で
ぁ
つ
た
。
 

s
m
i

;̂
の
國
民
資
本
又
译
社
會
資
本
の
槪
念

.は
經
濟
學
上
に
於
け
：る，

「

唯
一
の
資
本

;0
€
1
U con-- 

x
e
u
o
n

 o
f

. ca
p
i
t
a
l
V
、

な
つ
て
、資
本
な
る
：名
辭
を

.橫
領
し
た

」

の
で
あ
る
。
即
ち

s

s

a

oは
資
本 

ビ
は

-:
:

國
の
富
の
生
産

.に：供
用
せ
ら
る
、
部
分
で
、勞
働
に
效
果
を
與
へ
る
爲
め
必
喪
な
る
食 

物
衣
服
道
具
原
料
機

.械
：辕
を
以
、
て
成
る」(

w
o
r
k
s

 edited b
y

 

M
e

 

C
U
H
O
C
h

 
1

0 0
7

1

. p.;
5

1
.
)
y
j

云
ひ
、J. s, 

s

は「

®

生

產

^
用
：ゐ
：：る

赘

を

資

本

》
,し
、又

「

苟
も

l

國
の
生
產

.の
用

^

供
せ
ら
る
、
も
の
は

‘

.;.
- -
:
.
»,

.

..

.■;

.
 

し. 

’

凡
ぺ
て
！皆
資
本
で
あ

^

。
. 

_

從V
,

又
反
對
に

一

國
の
全
資
本
は
智
生
產
に
供
せ
ら
る
、

L_
V
J記
し

..........
 

.
.
.

 

>:

て
居
.る
の
で
あ
る

(principles 

e

Bit
e
d
b
y
.

 A
s
h
l
e
y

 

pp. 

X
X
X
I
V

 &

 

5
6

0
.
M
U
1

は
又
自
ら
生
產

R
參
加
•す 

る
.こVJ.

な
く
、
其
財
産
の
，

_

子

に

衣

食

す

る

人

の

'埘
產
は̂

通

の

用

語

•
で

は

之

を

其
個

人
；
の
資 

本
ど
認
め
て
羞
支
な
い
と
，云

a
,乍
ら

®

Ji
つ
之

R

資
本

.の
，名
稱
を
許
す
こ

e
を
客
ん
で
、彼
に 

•取
つ
て

*

本

に

等

し

き

も
，：

の

：

equivalent, to 

c
a
p
i
t
a
l

ビ
云
ふ
言
葉
を
用
ゐ
て
居

る
。

斯
く
し
て

«

濟
，學

±

の
術
語
は
市
井
の
通
用
語

ノ
レ
相
遠
ざ
か
る
事
遂

4
 N

e
w

 English 

D
o-
t
o'
n
a
r
y
を
し
て
，

.

.

.

.

.

.
 

•' 

. 

- 

.

.

.

.

. 

-

人
.が
:.
^

れ
を
以
て
事
霉
を
營
む

stock

を
商
業
上
の
資
本
ビ
な
し
、之
に
對
し
て
、新
し
き
生
產
を 

寧
！！

lr
■©
め
^

遊
^

^,
し
て

ff
l

^
ら

4

、
富

を

經

濟

學
.1
1
に
於
け
る
奪
本

.
の
.定
.義
な

-々

と

V
て
、

經
濟
學

•上
.の
資
本
は

.實

業

界

に所
！！

資

本

と

は

別

の

.物

な

る

か

の

觀

を

呈

す

ふ

に

至

ら

し

め

.

.

.

.

.

.

.

— 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

た
の
で
あ
る
。

o
^
.
.
.
.
.
. 

. 

% 

..

旣
.に
.生
'產
0

M

を
以
て
資
本
と
す
る
以
上
ぼ
、資
本
の
成
立
に

-
は
何
^
法
制
的
條
仲
の
豫
在 

を
必
襄
と
レ
な
、い
。

.
生
產
が
行
は
れ
る
と
こ

•
ろ
に
は
必

f

資
本
が
あ

i

べ
き
签
で
あ
る

。
‘故 

に
：l

a

a

pはA
d
a
m

 

S

I:

が

價

値

論

で

資

，本

の

蓄
«

未
だ
行
は
れ
ざ
る

.原

.始
社
會

S
今
日
の 

'IL
會
と

'を

K

別
し
た
の
を
不
當
ビ
し
て
、

f

資
本
の
菩
植
に
就
て

.云
へ
ば

>
Q*
§
 S

m
i
t
h

が

言
及
す 

る

彼

の

原

始

狀

讀

に

於

て

：す

ら

猶

，ほ

狩

獵

者

を

し

て

其

獲
#~

を
殺
す
，j; 

S
を
得
し
め
る
爲
め

、.
、'
、
、パ
、

.. 

.

.に
多
多
の
資

A本

s
o-:
:
icapital

:

•が
必
要
で
あ
る

.だ
ら
ぅ
タ
多
少
の
武
器
が
な
く
て
は
海
».も

庇
も
之
を
殺
す
こ
ど
を
谓
ぬ
だ
ら
ぅ
云

ふ

の
で
あ
る

：>

-P
o P

.

3>

,
.
.
.
.
.

.'

.

.

.

.

.

.

.

 

•

.

,

(Lassalle

の
批
評
の

#
童
す
：ベ
き
は
此
點
に

.於
て

M
.

あ
る
。」

(
A
s
h
l
e
y
)

併

し

L
a
s
s
a
l
l
e

は
そ
の 

Ker
r

 

Bastiat-schulze

<J'onDelitzsqh 

Oder 

Kapital 

u
n
d

>
を
&

s,
?

に
於
て
其
討
論
家
と
し
て
の

0
目
を
，遺

M

.な

く
0

;»
し
ぼ
濟
學
德

*

の
鹜
本
槪

#

に
對
し
て
、甚
だ
痛
切
な
る
批
評
を
如
へ

• 

-
 

.

. 

.
 

•
 

■

た
け
：れ

.ど
も
，彼
れ
の

〗

說
从
決
し
て
其
獨
劍
で
は
ぶ
か
つ

.た
。
後
に

M
a
r
x

が「

資
本
論

」

第
'
.ー
卷
の
，
 

序
文

.中
，に

Lassalle:

が
：資

.本

0:
輝
史
的
性
質

^

產
：'關
：係

ビ

生
.產
方
法
ビ
み
：關
係
其
他
に
就
て

第
十
四
卷

.(

九
こ
九

)

、論

,•
.說，.

ih
會
主
翁
卷
の
歷
史
的
法
律
的
資
本
觀_
略
'.
'

-

'

第
，七
酿
.

i

H



.

.谘
十
四
卷
.

(

1九
3
〇
1

,

,

,

:

:

_

社
#
虫
■

農
史
的
法i：

的

資

本

觀

馨

.

,

第

七

號

芄

四

.
M
a
p
:

の
說
を
某

Jf
l

r
の
末

U
.
到
、る
.迄
.借
麻
し
：乍

'ら
、其
.出
處

.を
示
す
事
，を
し
な

‘
グ

^
た
と
_:記し

.

. 

. 

.

て
居
る
の
は
今
で
は
周
知
の

«

實
で
あ
る

B

s kapltalS. 

V
)
。

丽
し

y

ie
に

M
a
r
x

以
前
に
は

‘
 

Rodbertds 

.が
出
で
、
純
經

'濟
的
範
疇
ざ
し
て
の
資
本
ビ
、歷

*

g
.

法

#

0

0

0ぐ

j

し
て
の
資
本 

•と
を
峻
別
し

-て
居
る

.の
は

旣

に
.始
め
に
記
し
た
通
り
で

‘

る
。
，

,

. 

,

:
';■
.'
.
.
. 

 ̂

V

 

'

.

'

,
 

.
,
- 

.
'■
■

;

- 

ノ

R
o
d
b
e
r
t
u
s

 

は
旣
に
一
八

.四 

ニ 

年
其
 

Z
u
r
w
k
e
l
n
i
s

 

■ 

unserer 

s
t
a
a
t
s
w
i
s
s
e
n
s

.&aftllchen 

z
u
&
n
d
e

 

の 

中
、•で
、
,*
の)

一.槪
、念

)

を

IK
別
.し
て
居
る

0

.即
ち

「

狹
巍
若
し
く
は
本

.來
の

«

#
に
玲
け
る
資
ホ

」 

&
s
o
a
p
l
t
a
I

 

im: 

ビ「

廣
義
に

.於

.け
る
資

-本
.又

^

企
業

M

金」

0 

$

.

.

.

V
.

'.. 
■ 

: 

: 

. 

. 

, 

, 

: 

■ 

.

.

. 

■
 

:

'Welteren.s3nebde”
.unterneh:

目 

細
者
は

'
.道
具
機
械
及
，

.び
原
料
の
菩

%

を

i 

tf
.:
k
後
者
は
現
在

.の
分
業
關
係
の

P

に
於

て

一
企
霧
の
爲
め
必
耍
な
る
全

*

金
細

を
指
稱
す 

.る
。，
現
在
の
事
情

.の
下
で
は
企
業
家
の

.基
金
は
啻
に

.原
料
ど
器

.，；具
機
械

S
許
り

で
な
く
#

せ 

.て
必

..耍
な

る

餒
鈒
並
に
、實

'»
地
代
及
：び
利
子

)

を
支
挪
ふ
.に

足
：
る
：
丈

#
0
:貨
.幣
を
包
括
し
な
け 

れ
ば

な
ル
ぬ
。

0
湛
は

生
產

.の
‘開
始

に
當
つ
て
现
實
に
#
牡
す

る」

定

量

の
財

の
菩

«
で
あ 

る
：：

が
、後
者
は
單
に
流
通
手
段
の
蒂

»
是
に
過
ぎ
ぬ
。
而
し
て
此
菩

®f
は

^
等
の
現
存
財
を

^

表
せ
ず
し

.て
、た

k

將
：
*
の
，生
逄
.物
の
分
前
を
代

?

る
。

.

5
は
生
牵
の
爲
め
絕
對
的
に
必 

0

§

資
本
で
あ

.
る
が
、後
：考
は
現

.
'在
の
事
情
に
：依

て

相

»

的
に
必
要
，

と
：な

る
^
過
ぎ
ぬ
。
.
而 

し
て
狹
義
に
於
け
る

_

本
の
.み
が
國
民
資
本
で

あ

る

と

。

，
此

思
想
は

"j

八
'六
八
年

'の

著

N
u
r 

c
p
a 

Kreditnot 

des 

Qrundbesitzes 

の
3
•で
軍
に

詳
し
く
述
べ

て
あ

'*.
ノ
. 

' 

. 

.

.

.

.

.

.

 
I
 

..;■
■
.
.
.
-
:

:

I
 

. 

:
:
'
.
.

§
0

ゾ
典
丨
一
：-節

を

引

；用

す

，る
ビ
、吾.人

ぱ
■土
.地

並
.に

資

本

の
.私

有

を

基
.礎V

J

す
る
今
日
の
社
會
狀

.
 

能
を
、凡
べ
て
の
關
；係
に

「

於
て
、第
一
，に
は

M
.有
權
が
土
地

-
資
本
と
許
ち
で
な
く
人

■間
興

*

を
，
 

も
.
.八a
.
.む狀

•態
V即
ち

A

間
：所
有
の
猶
ほ

.托
は

.れ
て
居
る
狀
態
、第
ニ
に
は
土
地
並
に
，資
本
は
最
早 

.斬
有
せ
ら
れ
ず

し

て
、听
得
の
み
が
所
•有
せ
ら
る

 

狀
態
、
‘

g
.

ち
所
得
所
有

.E
i
n
k
d

较elgentum 

の
.
-み

•
か猶
ほ
行
ぃ
は
：れ
て
居
る

^
.滕

^

比
較
ず
：る
こ

S

に
：依
て
，

1

層
ょ

'く

®

解
す
る

,
*が
«
來 

る
。
斯

‘

一1

樣

0「

.样
較
を

.抒
：ふ
事
に

#

て
、當
：而
の
：間
®

た

る

資

本

當

.體

若

し

く

ぼ

國

择

資

本 

と
、資
：本

%
產
又
は

' ^
0
薄
余
ヰ
も

pf
ば
.る
.〜

叔
人
賢
本
ビ
の

M:
別
も

.亦

^

明
か

R
,せ
' ら
れ
る

a

る
：
の
'で
，あ
.る
.。

資

本

當

體

；若

し
.
.
<國

民

資
*-
に
1歸
す
る
の
は

.、原
料
及
び
道
具
機
械
の
，み
で
あ 

つ
，て
、賃

銀

も
«;
料

も

之

に

，.は

屬

せ

ぬ
1。
：
資

本

财

產

茬

し
く

は
：&

業
基
.金
一
^
は
'、土

地

並

び

に

資

筋
十
四
怨

(

vt
:

H
> 

.

論
：
I
.耽

，
砘會ホ：髒莕
歷
负
的
法
饿
时
賢
本
御
概
略

 

辩
七
號
艽
五



.

.第

十

四

凝(

3f
'
1E'
'
v:
: 

_
 

X

K

‘
齔
會
主
蓊
巷
©'
歷
史
魄
法
律
的
資
本
觀
概
略' 

第
七
號
五
六
，

本

叙

有
0
狀
態
に
於
て
ば
、啻
に
一
企
業
の

M
#
.
*
に
道
具
機
械
の
價
値
許

&

で
な
.く

零

缉

も

，
 

否
な

«
.料
も
、を
，の
企
業
家
に
依
•て
支
出
せ
ら
る
る
も
の
な
る
限
如
之
に
賜
す
る
の
で
あ
る

'

現
在

'の
學
說
ば
こ

’の
.資
本
密
體
と
資
本
財
產
と
の
一
ー
へ
考^;
同

i

視
し

'
て
"賃
銀
を
.資
本
當
體
若

•
. •

... -■.
 

. 

: 
.

. 

> 

— 

" 

.

.

.

.

し
ィ
は

.國

K
資
本
に

.數

.
へ
.
る
の

'過
ち

^'
犯
か
.し
て
居
る

'i
。
彼
れ
は
又
：私
的
資

_

が
法
律
制

'
 

，.度
の
變

.K
に
依

V
;

其
內
容
を
興
に
す

^

に
至
る
ベ
き
事
を
述
べ

v

云
’ふ
の
に

「

資
本
當
體
ビ
資 

.

.本
財
產
ど
の
別

^

兩
者
各
々

.構
成
要
素
を

.異
に
ず
る
點
に
.於
て
認
め
ら
れ
る
欉

^
.資
本

»-
産 

.の
■內
容
は

.又
現
：行
所
有
權
法
の
改

*
.に
從

H

變
動
す
る
事
實
に
依

.て
、資

本

財

產

又

ぱ

^

業
基 

金

セ

現

行

所

有

，法

{

土

地

並

に

資

本

，私

有
f

に

依

て

經

濟

，學

に
®

入
せ
ら
れ

/a
‘一

要
素

.
 

で
あ
る
こ
ど
が

!?
め
ら
れ
ゐ

」

。「

即
ち
所
有
權
を
鱗
張
し
て
、人

:

間
所
有

(

奴
隸
制

K
及
ぼ
せ
ば
，資

本
財
產
は
土
地
及
，び
資
本
所
有
の
限
界
に
拘
束
せ
ら
れ
つ
ゝ
あ
る
今
は
ょ
ぅ
も
、®
に
多
く
の

. 

•
. 

• 

,

:要
素

.を
包
括
す
る
こ

^;
.に
な
る
。

.

.：土
地
並
び
に
，資
本
所
有
制
の
；

‘
.下
で
は
、通
常
前
述
の
如
く
筒 

銀
及
び
賃
料
を
も

^
中
に
务
む
の
で

.ゐ
る
が
、人
。間
所
有
制
度
め
下
で
は
、砠
に
當
然
人
⑶
仑
の
：
 

若
の
價
値
を
も
含
，む
。

」

;'
:
反
：之

所

有

權

を

單

に

：所

得

に0-
'

み
|限
る
ビ
き
は
、啻
に

.勞
働
菩
典
者
許 

ケ

^
な
く
資
銀
及
び

«

■»
も
亦
資
本
財
產
の

_

念
か
ら
脫
落
ず
る

.。
資
本
財
產
は
縮
少
し

y

國
’民
的

.資
本
に

.歸
‘翁
；し
、原

.料

.ビ
生
產
要
具
ど
は
國
民
が

(

其
_

に

は

自

ら

：企

寒

家
S

し
て

)

顧
慮 

す
べ
き
唯

.一
の
資
，本
惯
値

と
，な
る

c
(
s
p
i
e
t
h
o
f
f

 

s. 

I

ド. 1
3) Rodbertus 

♦か
其
遺
著

Das. 
Kapital 

ICO
S
4

」

に
述
べ
る
と
乙

.ろ
：も
、主
旨
に
於
て
上
述
ビ
變
は

.る
と

乙

ろ
味
な
；い
。
.彼
れ
は
玆
に
も
亦 

/<
秘
的
資
本
が
一
定
の
法
制
、即
ち
，土
地
資
本
私
有
制
，を
條
件
ビ
し
て
成
泣
す
る
も
の
、換
言
す 

れ
，ば
法

_制

史

の

參

：物

で
.決
1,
て
，永

久

的
.本
質
的
槪
念
で
ば
な
い
事
を
反

«

す
る
の
で
ぁ
る

9 

(S.3I4-I5) 

. 

•
 

.

• 

•.一 

へ.
.,
へ
六

:

.

,

.

.

 

• 

.

,

• 

R
o
d
b
e
r
t
u
s

は
，資
：术

镎

||
と
資
本
，

0
產

5

を
峻
別
す
る

0

に
依
て
從
來
の
泯
亂
紛
糾
を

『

掃

. 

、

. 

： 

• 

.. 

. 

.
: 
: 

: 

. 

■ 

■ 

•
- 

.. 

. 

-

す
る
の
端
を
開
い
た
。
併

し

.#
れ
は
決
し
て
一
定
の
歷
史
的
法
制
的
產
物
な
る
私
的

.資
本

(

賢 

.本
，財
產

)

の

み

，
を

以

て
«

本
ビ
し
た

.の
で
は

な

く
飞
資
本
當
體
も
資
本
财
產
も

.共
に
資
本
な
る

乙 

す

:̂
認
め
る
點
に

.於
：て

•ば
、Ad

f
'
s
m
l
t
h

か
ら
幾

.許
も

距

た
る
も
の

.で

.な

.か

.つ
た
。
然
る
に

S
P
3 

に
至
，る
ど
、臂

本

は

純

：然.た
る

.歷
史
的
法

#
的
槪
念
で
、所

.謂
資
本
當
體
は

.最
单
之
を
®
本
ビ
は 

認
め
な
：い
？
生
産
要
，

.具
及
び
食
料
品
其

.
#は

it
ち
•に
資
本
で
は
な
く
て
、そ
れ
が
勞
働
者
を
桦 

取
し

fl
つ
制
御
す

;6
手
段
 

EXPIOi

-si

o-u^-und BeherrschungsmitteL 

des 

Arbeiters 

.VJ 

な

る

を

俟

.て 

」

笫十

M
港

(

丨九
1,
1へ

)

論

說

、
社會

.来
菽
费
の
，蛋
的
法
ま
的
資
本
觀
微
略
 

笫
七

號

双

七



:

:
第
十
四
怨
' 

C

九
：三̂

)

'

蹄
：
’
.說.
.
社
會
主
義
：港
の
歷
翁
達
的
：资
本
觀_
略
，
 

鹆七號五
八
 

始
め

V
一
資
本
士
ー
な
る

0
で
务
る
。
そ
れ
で
は
生
*
寒
具
は
如
何
な
る
場
合
に
鼙

«

者
の
搾
取 

並
.に
制
御
手
段
匕
な
る

.か
。

そ

の

大

略

を

說

明

.ず

れ

ば

斯

ぅ

で

：
あ

る

。.

、
資

本

が

成

立

：
す

、
る
：

‘爲)

め
'に
は
先

t
v

商
品
流
通
ビ
云
ふ
こ
と

.が
な

.く
て
は
な
ら
ぬ
。

「

商
品
生

し
.
.
» f
.
.
. .

■

i
 

■

產
並
に
發
達
せ
る
商
品
：流
：购
即
ち
商
業
、は

.資
本
の
成
立
す
：る
：歷
史
的
前
提

‘條
件
を
な
す

」

の
.で 

あ
る

。
：

s Z

ろ
で
商
：品

〉
流
.通
'
.の
緻
濟
上
^

の
座

物
.は
貨

.幣

.で
あ

'
.
.
る
。
招
し
て

「

こ
の

.商
品
生
，
^

の
.
*終
，..產
物
は
印

.ち
資
本

の

最
'初
の
出
現
形

態
..

■ 

.

.

.

.

. 

.

.

.

.
 

. 

.....

 

-

で
あ
る

」

。
そ
れ
い
で

「

は
货
幣
は
如
何
な
る
場
合
に

.資
本

f
な

:̂
か
。
之
を
簡
約
し
て
云

.へ.
ば
、物

. 

......

 

• 

.

.

.

.

.

を
.買
.ふ
爲
め

.支

出

：'
せ

ら
.れ
：た

貨

幣

が

、
-*
に
於
て
谓
加
し
て
復

»
す
る
ビ
き
、劳
し
く
は
量
を
.增

.

-

\ 

.

. 

.
I
.
. 

.

.
I 

I 

.

し
：V

復
.歸
せ
し
め
る
爲
め
貨
幣
を
支
出
す
る
時
そ
れ
が
資
本

S
な
る

0 .

S

P

3の
方
.式
で
云
へ 

ば
，
G

I

W

—

Q(

ょ

ん

が

爲

.め
に
買
ふ

)

な
る
流
通
運
動
に

_
_投
じ
ら
〃
た
場
合
、貨
幣
は 

資
本
ビ
な

.る

.の
で
あ
る
。：然
：ち
ば
貨
幣
，の
增
加
量
は
何
處
か
ら
生
：ず
る
か
。

Q

ビG

ビ
の
差

額
な
る
、餘
剩
價
値
は
何
處
か
：ら
■生
ず
る
か

。

' 

M
a
r
x

の
見
る
ド
へ
こ
ろ
に
從
へ
ば

「

流
通
若
し
く
は

.

.

.

.
,
. 

.

.

.

.

.

.

. 

:

-

. 

.

f*

商
品
交

1

,換
'は

價

値

を

創

造

し

，̂

い」(

S
*'
:
I2
6)

。
：#

剩
價
値
の

.成
立
，從

：.

て
.貨
幣

.の
資
本
化
は
、資
手 

が
：値

#

以

上

に

商

、品

を

責
.る

こV

に

依

て7P、

又

買

手

：が
.價
値
以
下

1C
商
品
.を
質
ふ

乙

と
に
依

てぃも

'說
明
せ
ら
れ
な

.ぃ」

の
で
あ
る
。

(S. 

124)

即
.ち
資
本

.家
た
ら

.ん

.幸
す
る

'貨
：幣
所
有
容
は

「

商
品 

.をK
,

價
値
で
員
ひ

1其

價

値

：で
：；、資

つ

て

，而
：か'も

_

ほ

»

♦

«
の
終
ぅ
；に
：於
て
彼
れ
が
拱
じ
た
ょ 

り
も
多
く
 
0

,
儇
値
を
引
出

r
u

な
け
れ
ば
な
ら

-ぬ>」(s. 

1
2

9)

の
で

.あ
る
：。，，
そ

れ

に

は

何

ぅ

す

れ

ば 

好
い
か

.0
旣
に

「

相
交
換

*

ら
る

\ 
ニ
物
は
同
價
値
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
約
朿
で
あ
る
か
ら
、上 

述

G—

W—

Q

な
る

.

方
式
に

.於
て
、放

(

商
品

)

は
其
前
半
の

G (

貨
幣

)

と
も

後
半
の

0

B

最
貨

.幣)

ど
も 

同
.價
.値

で

な

け

：れ
：«
.な
.
^
'
ぬ
-:
0

:さ
ぅ
ず
る
く
變
化
ば

W.
な
る
商

■品
.
©使
用
傾
値
、即
ち
そ
の

15

肩
：に
於
て
發

.生
，し
な
け
れ

.ば
な
ら
ぬ
と
云
：ふ
結
論
に
な
る
。
：そ
こ
で

「

一
商
品
の
消
费
炉
ら
價

..
 

:
.

 

.

..

値
を
引
出
す
爲
め
ぼ
は

^

貨
幣
所
有
者
は
、

流
.：
通
界
內
に
於
て

r

w
:^
..市
場
に
於

て
、
幸
運
に
，も
を 

の
使

ff
l

©

値
i

_

ち
i

値
の

I

 

§

り
、そ
の
，

i

の
l

i

が
.直
ち
に
勞
働
の 

具

：體

化

で

あ

久

從

，

.

つ
：
て
：價

値

：創

造

で

あ

る

ど

.

云
ふ
特

.

殊

0
性
質
を
具
有
す
る
一
商
品
を
發
見 

し
得
な
：け
.れ
ぱ

な
ら
ぬ

」

。
■而
し
，.て
實
際

彼
：れ
は

斯
る

商
品

を

發
見
す

る
。

そ

れ
ゅ
勞
働
力
で 

あ
‘る

|.
0
:併
し
人
は
如
何

多

る
：時
代

"

如
何

®

る
社
#
に
於

て
も

.商
品

.

^
:る
：勞

«
力
を

市
.場
に
發 

見
し
得
る

.譯
で
は

な

ぃ

。

勞
働
カ
は
興
所
有

*

た
る
人
が
、之
を
賣

.

る
®
合
に
於

て

の
み
、
商
品

.

.

••
ノ
 

.
 . 

' 

■ 

•

•ビ
し

"て
市

*

に
現
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、所
有
潜
が
之
を
寶
る
爲
め

^
:ば
、彼
れ
は
第

一

に
先
づ 

第
屮
四
怨
、

.

(

九
三
3L)

論

钒

，
社
會
主
義
乾
の
歴
史
的
法#:
的
資
本
^
^
略

 

第
七
，

宄
外



—

第十
！
！

怨

.

.

(

九
3
>>
>

論
.

說

，
社

會

主

義
.^
^
歷
•班
的
法
律
的
賢
本
觀
槪
略
 

•
笫
七
號
‘
•
六
〇

, 

•
 

-

■.
 

' 

- 

. 

• 

■ 

. 

-

涔

を

自
-

S

に

處

，分

：す

る

權

を

有
.た
^:
け
.れ
.ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
其
勞

.働
能
力
、其
人
格
，の
自
由
な 

る
.持
主
で
な
け
れ
ぱ
ダ
ら
ぬ
，
彼
れ
と

.貨

幣

所

有

者

ヒ

：は
«

律
上
.對
等
な
る
商
品
持
主
と
し 

て
市
場
に
對
立

‘す
る
。
相
興
す
る
と
：乙
ろ
は
，

.
}方
が
買
手
，で
、一
方

.が
賣
手
だ

ビ

云
ふ
事
許
り 

で
あ
る

o

此
關
係
の
持
績
す
る
爲
め
に
は
、勞
働
力
の
持
主
が

^
れ
を
一
定
時
間
か
丈
け
貴
る

I
 

こ
i

を
要
；す
る

.:
:
9若
し
そ
の
全
部
を
，ー
括
し
て
賣
れ
ば
、彼
れ
は
己
れ
自
身
を
賣
る
事
に
な
つ 

て
、自
由
人
が
，化
し
て
奴
隸
と
な

b
、商
品
所
有
考
が
化
し
て
、商
品
其
者
と
な
る

.の
で

.あ
る
。
次 

P

貨

幣

所

：有
者
が
、商

：品-た
；
る

勞

働

力
^:
市
摄
に

M

出

し

得
る

，
爲
め
の
第
一

一

の
修
件
は
•勞
働
力 

の
所
有
謂
が

*
勞
働
力
：を

.
•體
化
し
て
滴
，品
を
«
ら
ず

.
に
、直
ち
に
勞
働
力
其
翁
を
賣
ら
な
け

れ 

，ば
な

ち
：ぬ
事
で
あ
る
。

'と
こ
ろ
が
、人
が
其

.勞
働
カ
ヒ
は
興
つ
た
：商
品
を
.賣
る
こ
と
を
得
ん
が 

i

め
に

.は
、生

產

耍

具

，即

ち
is
l
料
：勞

働

用

，具

等

を
■持
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
は
勿
論
で
あ
る
。

，
 

猶
ほ
其
外
に
在
產

.物

.
•を
.造

;0
て
：か

ら

*

る

迄

の

食

料

品

をも
.

要
す
る

o

.

:

,

.
即

ち

貨

幣

が

化

：し
て
：資

本

と

な

る

爲

，め

に.は
貨
幣
所
有
者
に
商
品
市
.場
に
於
て
二
重
の
意

.

.

.

.

.

.

.

. 

.
: 

, 

.

.

.

. 

.
.

味
、に

於V

自-2:

な
る
勞
働
者
を
見
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

二
重
の
意
味
と
云
ふ
の
は
、即
ち
勞 

働
0

が
，
^

由

^

と、し

$

其
勞
獅

.

.力，
を
自
家
の

'商

.品
も
し
て
、處
分
し
得

'る
：
事
、他

方

に

於

て

、彼
れ

\
が

責
：る」

へ

き

他
:0
.商

品

：を
.，布
た
ぬ
事
、即
ち
其
勞

'働
力
を
實
現
す
る
，爲
め

.必
要
な
る

一
:

切
の
物 

:

件
か
ら
自

li
i

な
る

(

即
ち

之
，を
有
せ
ぬ
：)

事
の
韋
味
で
あ
る

」
(3

. 

1
2
9
-
1
3
1
)
9

而
し
て
買
は
れ
た
勞
‘働 

カ
が
、其
，價
値
.以

上

の

赞

働

を

提

供

す

る

場

合

"別
.(
7
)言
葉
で
.
云

へ
ば
、
賃
傭
せ
ら
れ
た
勞

‘働
翁
が
、
 

興
の
自
己

^

生
活
を
支
，

へ
；る
爲
め
に
必
要
な
る
時
間
以
上
の
勞
働

)

に
服
す
る
場
合
に
、始
め

て

餘
刺
價
値
が
發
生
し
、

,0
が
^

ど
な
つ
て
興
所
有
奢
の
电
に
へ
復
歸
す
る

0

.

.

.-

.

.

.

.
 

.

.

.

.

.

.

.

.

一.- 

.

.

.

. 

.

'

>

.

.

.

. 

.、

■

斯
か
：
る

條

件

の

備

，は
^

こ
.と
を
俟
っ
て
始
め
て
資
本
は
成
立
す
る

/0
.貨
幣
若
し
く
は
商
品

-
, 

• 

- 

. 

.

•
 

• 

•
- 

/ 

' 
.

.

.

.

.
 

.

所
有
潔
く
培
由
無

.*

.產
勞

«

者
ミ
の
對
立
は

「

決
し

y
.

自
然
的
關
係
で
も
な
夂
又
如
何
な
る
時 

代
に
も
共
通
な
る

«
會
的
關
係
で
も
な
い
。
そ
れ
は
：明
か
に
旣
往
の
史
的
發
達
の
產
物
で
あ 

1

0

經
濟
的
革

f
、

幾 
ー|

会

©

生
產
の

»

形
.態
廢
，滅
，の
結
果
で
あ
る

」

^

I

に
i

 

は
，始
め
：か
ら
社
會
的
生
產
の
或
時
代
を
示
し

V

居
る
の
で
あ
る

」
(S, 133)。

玆
に
策
つ
て

M
a
r
x

 

‘ 

s 

A
d
a
m
s
m
g

後
繼
者
ビ
の
立
場
の
相
違
は
充
分
明
伯
に

.^
つ
た
。
資
本
ぜ
非
資
本
，と
を
分 

つ
S

S
は
^

產
興
具
た

る

ぐ
杳

4

に，あ
る
の

.で
は

.

く
て
、資
.本

を

造

る

も

の

は

一定
の

tf
c
會

;
.

.

.

.
,

.

.

.

.

.

.

. 

V
- 

; 

.

.

.:

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

. 
• 

.. 

. 

•
? 

.

.

的

關係
':

で

あ

，る
。

，故
.
.に
白
：
:<
'
*
4值
接
生
產
者
の
所
有
物
た
る
生
逄
喪
具
及
び
食
料
は
、資
本
で
は 

な
い
。
楚
等
の
も
の
；は
，そ
れ
が
同
時

R
勞
働
奢
を
蟫
取
制
御
ず
る

の

手
段
ぐ
な
る
條
件
の
下
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，
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社
會
主
蕺
者
め
歷
庞
的
鍊
律
他
貴
本
紈
溉
略

 

0

0

六U

 

に

於

；
て

；
の

み

資

本

w

.农
る

」

と
。
又
或
は
日
ぐ

「

一
個
の

”黑

.A
.
は
一
個
の
黑
人

.で
|>
る
。

”
定
の
、
 

«

保

,0
11
'
坏
於
て
始
怂
て
そ
れ
が
奴
隸
ビ
な
る
。

"
紡
績
機
槭
は
本
綿
を
紡
ぐ

1

個
の
機
械
で 

ぁ
る

:'
0

!
定
の
關
係
に
於
て
，の
み
そ
れ
ば
資
本
ビ

f

o

此
關
係
か
；ら
救
却
す
れ
ば
，機
槭

0 

資
本

^
ら

ざ

る

こ

；ミ
は
：、猶

：ほ
：：金■+
.の
.，

M

れ
自

®

で
®

幣
た
ら

-:
t

砂
糖
の
其
れ
自

f®
で
砂
糖
價
格

.
 

た
ら

.

W

る
と
禪
ぶ

ビ

に
ろ

Id
'-な

い
。
.
,ベ
:
資
本
は

I

の
慑
會
的
生
库
_
係
で

ぁ
る
.。
そ
れ

 ̂

1
の
歷
史
的
生

.谨
關
係
，で

'ぁ
る

」

^(

3

.

7

3

1

0

'

;
七

:.
,
. 

. 

, - 
. 

.

.
'
. 

■ 

,

_ 

ば
.
f
l
u
e 

.

が
.
B
,れ
h
;0
,學
說
を
：借
用
し
乍
ら
、其
出
處
を
明
示

;b
な

か

0

た
事
を
不
快
と
、
 

す
る

0

氣
.を
漏

&

-L
て
居

-る
事

' は

®

に
.述

ベ

た

。
、
右

に

引

用

し

た

.多只

0
最
後
の
一
句
⑽
、旣 

に
.
独
れ
の
一
八

:r
a

A

^
''
0

'*
^
F
&
s
r
b
e
i
t
u
n

al
K
a
p
i
t
a
l

)

に
揭
げ
ら
れ

.
y

 

辱
る
。

而

し

て

全

，集 

編

S

漭
; /
2

る
；3
€
3
|
1
1

も
此
點
に
於

^
L
a
s
s
a
l
l
e

.0
遂
に
辯
護
す
可
ら
ざ
る
事
を
承
認
む
て
居
る 

(a, 

a
.

p

s.、
I
2
)
^
«

:t
.rl

tfHerr:Bastiat-schulze 

に
於
け
る
資
本
論
は
畢
竟

.Ma
n
e

 
の
通
俗
化

 

S
 

鄉

-t
f

ベ
' き
も

Q
.

な
る

'事
、猶
ほ

/.Lass

;&e

の「

勞
働
孝
綱
領

」
の「
共
摩
露
宣
言

」

に
於

^

る
、が

如

き

も

の 

で

' *

名
と
云
つ
て
大
過
；は

「

な
.

か
ら
う
。
 

' 

:
.

:
:

L
a
s
s
a
l
l
e

の
說
は「

資
本
：は
ザ
の
：摩

史

的

範
*

で
あ
る

」

ビ
云
ふ
一
語
に
簡
約
さ
れ
る
。

.
そ
れ
故

-
 

猶
.れ
は
特
定
の
歷
史
的
狀
輝
と
は
無
，
係
：に
立
て

‘ら
れ
れ
、從
來

：

の
資
本
概
念
を
先
づ
斤
け
，な 

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
從
來
資
本

0
定
篛
と
：し
て
，行
ば
れ
來
つ
た
も
の
は
大
體
一
ニ
つ
あ
る
。
資
本 

は「

擎
働
耍
具

」

な
う

E
す

る
も
の
、
#

積
せ
ら
れ
た
勞
働
^

す
る

も

の
、「

K
IC
生
産
に
投
せ
ら
る

、 

.，生
：齑
物

」

な

'
P
と
な
す
，も
の
が
是
で
：あ

.る

.。「m

米
刹
加
の
原

.始
林

k
、手
に

^

を
携
へ
て
其

®

物
'
 

を
獵
獲
す
る
印
度
人
を
：

 

一
®

し
.給
：へ

o

此
男
は
資
本
家
だ
ら

う

か
。
此
弓
は
資
本
だ
ら
う
か
。

I 

■ 

• 

* 

' 

. 

I 

.

.
•
. 

■ 

■ 

■ 

• 

. 

.

ゴ
一
つ

'
0定
義
は
何
れ
も

.皆
的

■中
：し
て
居
る
。：
弓
は
誠
，に
，勞
働
要
具
；で
あ
る
。，
同
じ
く
蓄
積
熒

.

. 

.

.

.

.;■

.

.

.

.
 

- 

! 

. 

:

.

働
で
も
あ
る
。

3C
-

M
に
生
產
に
投
せ
ら
ゐ
、
生
產
物
で
も
あ
る
：。

而

か

.:
?
>猶
ほ
、S

c
h
u
l
z
e

君
、此 

'印
：度
人
を
資
本
家

^

呼
ぶ
事

^

貴
下
：の
感
情

■が
■之
を
許

^
ぬ
：：で
ぁ
ら
う
。
，
，し

て

見

れ

ば

是

等

，

の
定
義

は

皆

誤
製

で

な
く
て
は
な
も
ぬ

:

:

:

或
は

貴
卞
姑
已

れ
の

_

情」

を

强

制
し
て
、此
弓

.
' 

-. 

. 

—
.

は
資
本
で
あ
る
。
從
て
印
度
人
せ
小
資
本
家
で
ぁ
る
と
云
は
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
併
む
、そ
れ

I

ば
：彼

の

弓

の

資

本

な

ら

太

彼0
印
：度

入
0

‘資
本
家
な
ら
ざ
る
擧
を

:t
下
，に
示
す
は
*
だ

容
易
の
業
で
ぁ
る
。

」

何
故
此
：場
合
の
弓
は
：資
本
で
は
、な

.

ぃ
か
，。
¥

眷

の

云

ふ

ビ

こ

ろ

に

從

へ 

ば
、务
れ

}

炫
所
：洧

者

.が
：之

^ :

放

®
す

れ

ぼ

-i
f

殖
ず
る
ご
ど
が
ぬ
い
か
ら
で

ぁ
る
o 

'

取
.
程

弓

は

.，其
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四
'

.
所
.有

溝

の

勞

働
5:
助

#

る

事

^

疑

を

容

れ
な

い

。

併
し
 

ー
^

彼
れ
が
山
野
の
馳
®
に
疲
れ
た 

€

.&
、彼
一
れ

^

無
爲
に
し

.て
此
弓
を
し
て
收
利
せ
レ
め

.
-る

譯

に

は

行

か

：
な
い
0

然

るR

收
利
し
、
 

若

し
t

は
增
殖

-D
得
る

Wwerbejldauftreten 

s k

o:n
n
e
n

は
資
本
の
絕
對
的
要
件
で
あ
る
。
.故
に

. 

■ 

I 

. 

•
!
. 

.
 

. 

J
I*
- 

- 

•
• 

• 

• 

» 

•
•

:

.
弓

は

勞

.働
要
具 
'で

は
ぁ
る
が
、

资
本
で

は

な

S

の
で
あ

る(S. 1
7
2
)
0

勞
'働
要
具
は

あ
り

•否
.な
交
換 

さ
へ
：も
行
は
れ
て
、而
か
名
猶
ほ
資

.

.本
め
な
い
座
史
的
狀
®
の
あ
る
こ
ギ
を
記
憶
し
な
け
れ
ば 

.

f

ぬ
。
:
故
に
資
本
を

.成

.立
せ
.し
め

る
爲
め
に

は
人
は
先
づ

SS
米

利
加
の
原
始
.林
を
去
つ
て

•
歐
羅
巴
ど
同
じ
外
準

.に
在

)

る
國
に
.移
ら
な
け
れ
ば
な
ら

.：ぬ
。
併
し
歐
羅
巴
に
於

_て
、も
如
何
な 

る
.時
代
に
も
資
本
が
：ぁ
、つ
た
の

^

は
«
,い
o 

土
，地
ち
奴
隸

5

働
產
物

W
、

勞
働
®
具
と
が
饼 

せ
て

.
1人

0
.手
に
所

★

せ

&

れ

:^
古
：代

：に

於

て

は

、荷

價

物

並

び

に

富

ば

あ

つ

た

が

資

本

は

な 

.い
。
：
主

人

货r
r
s

は

あ

：つ|た
が

_

本
家

¥

な
：い

-- 

•

す
る

乙

ビ
が
出
來

«

か
つ
た
。
資
本

0
胚
種

IKapitalembryo)

は
あ
つ
た
が
そ
れ
は
ま
だ
資
本 

に
な
つ
て
居
な
か
つ
左
の
で
あ
る

(3. 

.̂

00)

0

實
物
勸
；務
、實
物
給
付

:0
關
係
を
基
礎
ど
す
る
中 

;

.

の
ハ
地
主
に
就
て
も

_

七

；
事

：，
が
：
云

；
は

^

得

る

。
：
，
.同
業
組
合
の
規
約
に
拘
束
せ
ら
れ
て
居
た
、手 

:

H

業
の
親
方
も
亦
た
同
じ
く
资

.本
家
，で
は

な

い
。
手
ェ
業
の

'生
產
收
益

1

未
だ
資
：本
汜
す
る

こ
‘V

を
.得
な
か
つ
た
。

',別

の

言

葉

，で

云

へ

ば

親

方

の

，稼

ぎ

得

た

金.は
ま
だ

'
»
化
し
な
か
つ
た

.
 

の
で
あ
る

o
:
(
D
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r
T
h
a
l
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マ den 
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Thaler, 

der 

nicht heckt) 

lassalle 

は
：屢
々

w

殖
養

^§̂
anl.egen. 

w.eyhend auftreten)

又
は 

K

^

0,?
?

叱

ビ

云

ふ

言
J

を

：
用sQ-

る
が
、如
何

«

る，條
件
が
備
は

.る

.時
、憤
値
、富
，若
：し

く

は

勞

働

要

具

ば

「

增
殖P

、

成
，.は

®

胳

;
i 

, 

* 

' 

■ 

- 

, 

.

.

.

. 

. 

' 

.

は
»

化
す
る

”か
。
'
1
^
5
3
妾
の
論
述

.が

bildl

o*h

で
あ
る
爲
め
、其

.主
旨
'を
的
確
な
言
葉
で
紹
介
す 

る：こ

★

は：稍
々
圈
難

..を
；感
ず

'る：
^
ハL
a

s
s

a
l

l
e

®

依
る
在
產
物
の

R

値
若
し
ぐ
は 

價
格
：は

'究
極
其

/の
：生
產

.：费
に
歸
着
す
る
。

:;
-:而
し

1:
生
V産
：
®

ビ
は

'「

物
の
製

#

に

必

要

，
.な

ゐ

勞
 

描

時
_

0
，
謂
.で

ぁ

つ

生

產

に

媸

や

S

れ
'た

：
ー
：
分

：

|
-
,
.
独

、
勞

働.者
.が

流

：
し

：
*
汗

、
の

一.筒

は

.
悉
一
く 

生
、產
；物

の

價

格

ど
.な

：：

つ
.て
現
は

^

る
。へ
然
る
に
同
じ
道
理

^
依
つ
て
、勞
働
薪
，の
賃
銀
は
臂
慣 

上
、必

_要
な

_る
.生
活

#

に；
.歸
着
す
：
‘る

か

：ら
"勞
働
生
產
物

0
中
か
、
ら
‘習
慣
上

.必
，.要
な
る

.勞
働

.者
' 
の 

要
求
：そ
差
引
い
た
後
に

_
:る
一
切

0
餘
剩
は
，悉
く
镲
々
の
形
で
資
本
に
歸
、

J1
す
る
。
即
ち
資 

本
配
當

.
V

な
る
の
で

.あ
，る

(s. 

I
9
4
S
。

而
し

y

勞
働
者

0
生
產
物
を
奪
ふ

S

乙
-
ろ
に
資
本
の
'生 

產
カ

(

餘
.剩
を
生
む
力

)

の
-秘
密
は
存
す
る
：

.。■;

生
產
物
の
爲
め
に
養
や
さ
れ
た
勞
働
量

V
J

賃
.銀
ビ 

の
ハ
相
違
か
ら
利
潤
ミ.資

本

の

增

殖

力
^

e
r
b
e
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.
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生
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る
€
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ひ
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續

け

て
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働 
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救
_

沿
の
賃
龈

._は
習

«

生
活

'必
耍
狻
雜
は
停

.秦
：つ：
^

居

，る
の
た
、勞
働
者
の
汗
ぃ
の
如
何
な
る：I 

湔

、
迷

產

物

め

價
‘格
に

-現
は
れ
ぬ
も

“の

は

本

い

？ 

る

I

も 

■新
に
孝

.產
(3
:投
せ
ら
石 

>
事
ゅ
，依
”-1
:
、明
日
新

.た
な
る

T
h
a
l
e
r

を
造

6 g

も
の
は
.な
い
マ
も
こ 

^

此H
.

•句
‘を

#

心
て

.

.
1-̂
ず
れ
ば

「

如
何

'?
:
る
.
ーT

traler 

‘も
、即

ち

勞

働

者：

の
：如

何
.な
る
汗
の

1 

_
,
名

補
;0
勞
：働
.
‘者
の

‘爲
冷
：に
は

.徒

&

な
：る
汗
の

1
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